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時間当たりの被ばく線量の比較 身の回りの放射線 
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出典：JAXA宇宙ステーションきぼう広報・情報センターサイト「放射線被ばく管理」2013、放射線医学総合研究所ホームページ
「航路線量計算システム（JISCARD）」、放射線医学総合研究所ホームページ「環境中の空間ガンマ線線量調査」、古野. 岡
山大学温泉研究所報告. 51号. p.25-33. 1981、原子力規制委員会放射線モニタリング情報（モニタリングポストの過去の平常
値の範囲）より作成 

　宇宙空間や航空機内では、銀河や太陽からの宇宙線により、空間放射線量率が高く
なります。また富士山のような標高が高いところでも、標高の低いところに比べると
宇宙線の影響を強く受けるので、線量率が高くなります。標高の低いところでは、大
気に含まれる酸素原子や窒素原子と宇宙線（放射線）が相互作用してエネルギーを失
い、地表に到達する放射線の量が少なくなるため、線量率は低くなります。
　人間の生活空間のほとんどの場所の空間線量率は、1時間に 0.01 から 1マイクロ
シーベルトの範囲ですが、中には、土壌にラジウムやトリウムといった放射性物質を
多く含むため、自然放射線レベルが高い地域があります。こうした地域を高自然放射
線地域と呼びます。
　世界基準で見ると、日本には高自然放射線地域と呼ばれる場所はありませんが、ラ
ドン温泉で有名な三朝温泉のように、土壌にラジウムを多く含んでいる場所では、若
干空間放射線量率が高くなっています。逆に、関東ローム層で覆われた関東平野は、
大地からの放射線が遮へいされ、空間放射線量率は低い傾向にあります。
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出典：国連科学委員会（UNSCEAR）2008年報告、 
  （公財）原子力安全研究協会「生活環境放射線」(2011年)より作成 
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　2011（平成 23）年 12月に、（公財）原子力安全研究協会は 20年ぶりに、日本人
の国民線量を発表しました。調査の結果、1年間に受ける日本人の平均被ばく線量は
5.97 ミリシーベルトであり、そのうち 2.1 ミリシーベルトが自然放射線からの被ば
くであると推定されています。
　自然放射線の内訳を世界平均と比較すると、ラドン 222 及びラドン 220（トロン）
からの被ばくが少なく、食品からの被ばくが多いという特徴があります。今回のとり
まとめにより、日本人は魚介類の摂取量が多いため、食品中の鉛 210 やポロニウム
210 からの被ばくが 0.80 ミリシーベルトと世界平均と比較して多いことが明らかに
されました。
　放射線検査による被ばく線量は個人差が大きいのですが、平均すると日本人の被ば
く量は極めて多いことが知られています。特にCT検査が占める割合が大きくなって
います。
　なお、上記の国民線量評価では、東日本大震災による福島第一原発事故の影響は考
慮されていません。今後は、これまでの平常時の被ばく線量に、福島第一原発事故に
よる被ばく線量が加算されることになります。
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